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会 長  川島 和平 

副会長  大塚 誠二 

事務局長 （兼）大塚 誠二 

会 計  小林 久・大隅 修一 

幹 事 
江川 八郎、竹淵 雅、荒井 昭三、小林 昌樹、関根 詔三、鈴木 庄一 
高橋 豊、滝沼 栄、長谷川正男、青野 久之、 
篠崎 辰夫（菱の実会だより、菱の実会ホームページ担当） 

会計監査  工藤 重幸、橋本 功衛 

事務局 
 橋本 功衛（会員名簿管理） 大隅修一（編集担当） 

井上佳久（ボランティア担当） 中庭 徹（慶弔担当） 

顧 問  二宮平太郎、 高柳 静雄 

群馬菱の実会･月刊機関紙 

http://www.hishinomi-gunma.sakura.ne.jp/~hishimig/   
（本紙は「群馬菱の実会ホームページ」から、毎月１日に、カラーで綺麗にご覧頂けます。ネットでの閲覧をお奨めします） 
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平成２８年度「群馬菱の実会」総会を、５月１４日（土）馬電食堂にて開催しました。 
例年の如く「ヤアー久しぶり！元気そうだな？」等々の会話で始まり、定刻前から多くの
方々に参加いただき、会員力作の作品展示会(絵画、写真、墨絵、書道、造形物)や近況報
告等々で盛況に開催されました。 

総会は会員１５８名の参加を得て、会長挨

拶に続き、ご来賓（望月馬電所長、児玉労組

委員長）からのご挨拶をいただきスタート。 

 会長挨拶では、当年度が「菱の実会」創設
30 周年の記念年度に当たり、例年と異なる
形で「総会から懇親会を開催＆ささやかなが
ら参加者への記念品を用意した旨の話」等の

他、昨年度活動実績をポイントに（1）MHK 菱
花会との交流、（2）昨年度新設のハイキング
愛好会等、昨年度も各愛好会行事が盛んに開

催されたなどの報告があった。 

望月馬電所長からは、「東北大震災以降低
迷していた給湯器販売が若干上向きに変化、
中でも、競合Ｎ社とのマ―ケットシェアー競
争で肩を並べるまでに販売が回復した」と力
強い報告があり我々ＯＢとして大変心強い
お話であった。 

児玉執行委員長からは、荻原前委員長が労
組本部にて副委員長で活躍している報告、ま
た、今年夏の参議院選挙への対応等、広範囲
な報告をいただいた。 

その他、Ｈ２７年度活動報告と会計報

告・Ｈ２８年度活動計画案と予算計画案・

会則の一部変更等について審議、総て承
認をいただいた。 

総会の議事も滞りなく終了した後、正

門前にて記念撮影を実施。 

その後、恒例の懇親会を食堂にて実施、
今年度は３０周年記念式典も兼ねて、一
人でも多くの皆さんに参加願う意味か

ら、懇親会費は菱の実会費負担で実施し
た。結果として、約１６０名の参加者を
得て盛大に実施することができた（参加
総数＝例年の約２倍）。 

なお、馬電の建屋は大改修中であり、
来年度の総会は、新ゲストホールで開催
することが可能となり、例年どおりに工
場見学なども実施できると予想されてお

り楽しみにしております。 

ともあれ、３０周年の記念式典を兼ね
た「菱の実総会」は、盛大に無事終了し
たことを報告いたします。 

 
＜平成２８年度 新役員＞ 
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 菱 孝 さん（平成２８年４月入会）伊勢崎市境百々東 

1968 年 4 月 1 日に三菱電機に入社し、配属先が群馬製作
所になり 5 月に赴任。研修生時代を総務で過ごしその後
品証部、製造管理部、電子機器製造部、技管課、品証部

情報機器製造部、出向、製造管理部、本社と数年単位で
職場を変わり、2012 年 3 月 31 日に退職。退職後、1 年間
はのんびりしたが、2 年目からは、群馬県教育委員会で
嘱託職員として働き、現在 4 年目になっている。  
三菱電機在職中の種々のことが、私を人間的に成長させ
てくれたことに感謝している。  
現在は、週日は教育委員会の業務や頼まれたことを行い
週末は庭で草花と遊んでいる。気力が続く限りはこの生

活を続けるが、今は孫の成長が楽しみな日々でもある。 

順位 氏 名 曲 名 採点 NET 

優勝 森 良雄 夢灯り 88 100 

準優勝 柳内孝行 抱擁 83 96.5 

３位 生方信一郎 冬のひまわり 86 94.3 

４位 堀米延秋 新潟ブルース 81 90.8 

５位 根岸佳代子 いのちの春 82 90.3 

６位 大橋 浩 さざんかの宿 90 89.1 

７位 山田好一 旅鴉 85 89.0 

順位 氏 名 GRS NET 

優勝 寒梅 達男 81 73.8 

準優勝 稲葉 征一 91 74.2 

３位 間々田 欽一 83 74.6 

４位 益子 喜雄 90 75.6 

５位 中村 晴三 90 75.6 

６位 長島 邦彦 95 75.8 

７位 関根 詔三 83 75.8 

８位 坂田 修 92 76.4 

９位 須永 光雄 102 78.0 

１０位 川口 博 95 78.2 

第２３回 カラオケ大会（Ｈ２８－４） 
 

  

第 23 回大会を 4 月 4 日（月）「まねきねこ・尾島店」 
でオープニングソングは春にふさわしい、滝廉太郎 
の「花」を愛好会の花であるご二方の先導で合唱しま 

した。今回は 19 名の参加で、 カラオケ大会&4 月 9 
日 MHK との交流会予行演習も兼ねて、高橋豊さん 
(新入会員となりました)・生方信一郎さんも加わって 
盛大に実施されました。近年にない大人数、大会と 
交流会デュエット曲の音合わせ等もあり、慌ただしい 
進行でしたが、森良雄さんが持ち合いの実力を十分に発揮し優勝に輝きました。又 最高点は 90
の大橋浩さんでした。なお今月の誕生月の方は永沼進さんで、4 月 28 日に米寿を迎えられます。
愛好会の範として我々のお手本となっています、happy バァスディーで感謝をこめてお祝いいたし

ました。 「森良雄さん優勝挨拶です」 皆さんの温かい声援のもとで優勝出来ました有難うござい
ます、カラオケは好きで３０年ほどになり元気と健康をもらっています。このほかの活動として「小学
生対象に悲惨な戦争・平和の尊さを語り継ぐ活動」をしていますが、カラオケも含め継続していき
たいと思います。          

   

            
第７５回ゴルフ愛好会コンペ 

４月１３日（水）に城山カントリー俱楽部に於いて、７５回

菱の実会ゴルフ大会を実施しました。 
  今年は桜の開花が早く花見をしながらのゴルフは諦め
ていましたが、コース内の山桜が見ごろで綺麗でした、
天候も薄曇り無風とまずまずのコンデションの中で気持
ちの良いゴルフが出来ました。今回は初参加の伊藤公
泰さんを含め２９名の参加でおこなうことが出来ました。  
結果は寒梅達男さんが優勝をしました。 

皆様のご協力に心より感謝申し上げます。 
次回の大会は５月２６日（木）予定（上武ゴルフ場） 

【 新入会員紹介 】 

 

 

上記カラオケ・ゴルフ大会の集合写真は、スペースの関係で省略させて頂きました。ホーム
ページには、写真と全員の成績を掲載していますのでご覧下さい 
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【 会員投稿 】 
 ほあけぼのちいあ の 「つれづれのまま」  

たわごと「悟りをひらく」   

 お釈迦さまは 35 歳で悟りをひらいたという。 
悟りをひらくとは煩悩を断つこと、煩悩とは欲。  
 もとより、お釈迦さまとは比ぶべくもないが小生も最近喜寿近くになって悟りがひらけた
気がする。こちらの煩悩を断つの煩悩とは望み・期待。  

２０１５/０１/２５ １７：３０頃、突然手摺りにしがみついていなければ立っていられなくなり、
人の肩によりかかるだけでは歩けない。目は見えたし意識はしっかりしていた。（つもり） 
傍にいた人に救急車を呼んでもらう。  
多分ＩＣＵ室、医師の「出血」「入院」の声、脳卒中(小脳の出血）だった。  
２～３日経った頃ベッドで点滴を受けている自分に気がつく。山の神曰く「その間もよく喋
っていた」と。まるで何年か前に経験の‘一時全健忘症’みたい。  
医師は「入院３～６カ月、退院後は車椅子」と。身体はフラフラ、目の焦点は左右ずれてい
てまるで３Ｄメガネをかけているようだった。困ったことになっていた。  
それでも、２０日経ったら目の焦点が合ってきたと時を同じにして早めの退院となった。 
今までの真正直と真面目な性格に加え節制と規則正しい生活習慣の賜物か。  

 通常このてのものはリハビリ病院へ転院らしいが、候補の一つのリハ病院は満室、もう一
つの方はこの程度の症状の病人は退院してもらうのだと、幸か不幸か ２/１２ 自宅へ。退
院時の注意点は、防寒をしっかりすることと転ばないことの二つ。  
下手の横好きでやっていたＧ（ゴルフ）Ｔ（テニス）Ｓ（スキー）は全くダメ。  
暫らくして介護認定を受けて通所の後遺症快復のリハビリを開始。  
リハビリに通って少しすればまた直ぐにでも良くなってＧＴＳをやれると思っていたが。 
さらに８月になって、左手が半身不随状態に、肩が上がらない指が曲がらない、統合性局

部疼痛症候群という訳のわからない名の病名が付く。ありていに下世話な言い方をすれば 
‘かたわ’   

 本題はこれから。   

 リハビリというものは医薬を使わないで機能の回復のために行う鍛練的なものと思ってい
た。スポーツ選手が怪我をしたとき、現役復帰のために辛くとも我慢をしてやるような光景
を描いて。楽しみなＧＴＳがまた出来るならと辛さを覚悟してのぞ（望）みをもってのぞ
（臨）んだ。しかし続けること１年経った今も辛さはなかったものの一向に良くならない。 

 リハビリというものは機能の回復のために行うものではなく、機能の低下を緩やかに抑え
るものであるということと悟った。  
車でいうなら、いかれたエンジンを直すのではなく車体やブレーキがこれ以上にいかれない
ようにする緩和療法だと。  
 リハビリ１年、リハ仲間の多くの人は５年も７年もの人たちがザラ。「まだまだこれか
ら」である。   
 お墓も戒名も用意がしてあるのだが使うのは先送りしたい。  
「菱の実だより」に訃報を載せていただく前に喜寿とか米寿の報を載せていただきたいと。 
会員の中や世にはもっともっと大変な思いをされている諸兄姉がおられることと、更に目

や耳や口などなど不自由で苦しんでもっともっとつらい思いをされている方達が沢山おられ
ると思うのだが・・・・。  
 手紙などの常套句として「お身体には気を付けて」と言っていたのを恥じている。  

 

 ＜お知らせ＞ 紙面版菱の実会だよりの発行が年４回になることにより、会員投稿は「菱の実
会ホームページ」に優先掲載し、紙面版菱の実会だよりには、この中からピックアップして掲載

させて頂きますのでご了承下さい。菱の実会ホームページの中に、「会員投稿のページ」を新
設しました。 ６月号のホームページには、これまで未掲載分の次の５件を掲載しました。 

① 「自分史をほぼ書き終えて」（大槻伸次） ② たわごと 「悟りをひらく」（ほあけぼのちいあ） 
③ たわごと 「日本の仏教」（ほあけぼのちいあ） ④たわごと 「戯言・諂」（ほあけぼのちいあ） 
⑤ 「新田の荘と近在の長屋門・環濠を探して・・写生探訪記（１～６）」（細野孝雄） 
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〒370-0492 群馬県太田市岩松町 800    ℡ 0276-52-3874 Fax 0276-52-3207 

行 事 日時 場所 申込み、他 

６月の囲碁将棋愛好会 ６月１３日（月）９：３０～ ブライダルスクール ご自由にご参加ください 

６月の麻雀愛好会 
６月９日（木）２３（木） 
９：３０～１７：００ 

ブライダルスクール
会費 1０００円 

申込み 6/7 日、21 日まで 
荒井（52-0803） 小林（38-0964） 

６月度 
グラウンドゴルフ例会 

６月２０日（月）９：３０ 
（集合 ９：１５） 

利根ＧＧ場 
（会費：無料） 

直接会場へ（雨天中止） 
問合せ先：高橋豊（52-4134） 

第７８回ゴルフ愛好会 ８月予定 大間々予定 
関根（31-8410） 
長谷川（0270-74-2056） 
滝沼栄（0270-76-1343）  

７月のカラオケ会(大会） ７月４日（月） 
１７：３０～２１：３０ 

「まねきねこ」 
0276-52-3450 

申込み： 7 月 1 日まで 
江川 八郎（52-1886） 

７月のパソコンサークル 
７月４日（月） 
１３：３０～１４：４５ 労組会議室 ご自由にご参加ください 

７月の幹事会 ７月４日（月） １５：００ 労組会議室 
 

６月の役員会 ６月２０日（月）13：30 労組会議室 編集委員会を役員会とする 

ハイキング愛好会 ７月 25 日（月） 赤城山（荒山、鍋割山） 
橋本功衛 0276-52-4260 
hishinomigunma@kmail.plala.or.jp 

ボランティア ７月７日（木） ピッコロ 井上佳久 ５２-２１２６ 

編
集
後
記 

・
総
会
も
終
わ
り
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
「
菱
の

実
会
だ
よ
り
」
も
、
新
し
い
発

行
形
態
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。 

・
こ
れ
ま
で
ず
っ
と
紙
面
と

ネ
ッ
ト
の
両
方
で
発
行
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
ネ
ッ
ト

の
「
群
馬
菱
の
実
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
」
で
菱
の
実
会
だ
よ
り
の

情
報
を
毎
月
お
届
け
し
て
い

く
予
定
で
す
。 

・
な
お
、
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ

て
い
な
い
方
の
た
め
に
は
、

「
紙
面
版
菱
の
実
会
だ
よ
り
」

を
年
４
回
程
度
発
行
し
て
い

く
予
定
で
す
。 

・
こ
れ
に
よ
り
、
印
刷
代
や
郵

送
料
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
苦

し
い
会
の
財
政
へ
の
大
き
な

助
け
に
な
り
ま
す
。 

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
未
登
録

の
方
は
、
菱
の
実
会
事
務
局
宛

て
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登

録
下
さ
い
。
毎
月
一
日
に
メ
ー

ル
で
発
行
の
ご
案
内
を
お
届

け
し
ま
す
。 

・
紙
面
で
の
次
号
発
行
は
、
親

睦
旅
行
案
内
号
と
し
て
、
八
月

一
日
の
予
定
で
す
。(

篠
崎)

 

 

 

 


